
総合実習シラバス 
 

 

 科 目 

 

 総合実習（野菜） 

 年 次  ３  教科書  野菜  年間授業時数   ７６時間 

 単位数  ２  出版社  実教出版  前期３８時間・後期３８時間 

 
 

                      学習目標                               
   野菜を実際に栽培することによって、野菜の繁殖（実生繁殖、栄養繁殖）移植、育苗、定植、かん水、  
施肥、整枝・剪定、病害虫防除等に関する知識と技術を深めます。また、鉢物栽培、露地栽培、ハウス栽  
培等の実習を通して、野菜栽培の実践的な栽培技術と野菜を楽しむ方法を身につけます。 

 
 
 

             主な学習内容 
  １．野菜栽培の用土づくり。 

  ２．実生繁殖・栄養繁殖 

  ３．移植、定植。 

  ４．かん水、施肥、病害虫防除。 

  ５．整枝・摘葉・摘果・芽かき。 
 
 

 

              授業について 
  １．時間割内総合実習（各期３８時間）で２単位となります。 

  ２．前期１単位、後期１単位の計２単位の授業です。 

  ３．実習にふさわしい服装で参加しましょう。（危険防止、効果的な実習のために） 

  ４．植物は私たちと同じように生きています。手をかけなければ枯れて死んでしまいます。しかし、 

    心を込めて手をかければ立派に成長してくれます。本授業を通して、農業の楽しさ、厳しさ、そ 

    して生命を育てる楽しさ、厳しさを実感してください。 
 
 
 

定期考査・課題・提出物 
 

 学  期              前    期              後    期 

 提 出 物   実習記録簿、観察記録、作品等  実習記録簿、観察記録、作品等 

 
                            

評価の観点 
 

   観  点                      内      容 

 関心・意欲・態度  野菜栽培に関心を持ち、自ら進んで実習に取り組んでいる。 

 思考・判断  実習記録簿、生育観察記録、調査資料を目的に応じてまとめることができる。 

 技能・表現  野菜の生理特性にあった栽培管理、環境調節が出来る。 

 農機具類・農業機械を安全に操作する方法を理解し、その技術を習得している。 

 知識・理解  野菜の栽培技術、生育の環境要因に関する知識・理解がある。 

 野菜の活用方法に関する知識・理解がある。 

 
 

※ 評価の方法… 学習態度、技能、実習記録簿の提出、栽培教材等を総合的に評価し、成績とします。 

 



学習計画 
学

期 
月 時数 学習項目 学習内容 学習のねらい 

前

期 

４ ６  リーフレ タスの栽培

（１） 

播種、育苗、定植、施肥・

かん水 

 

 ワサビ菜の栽培（１） 

定植、施肥・かん水 

 

 リーフレタスの特

性と栽培方法につ

いて学ぶ。 

 ワサビ菜の特性と

栽培方法について

学ぶ。 

 キク科・アブラナ科野菜

の特性を習得する。 

 今後の実習全体を通じ

ての安全性の徹底を理

解する。 

５ ８  ﾘｰﾌﾚﾀｽの栽培（２） 

 ワサビ菜の栽培（２） 

 

 ﾘｰﾌﾚﾀｽの栽培（1）

に同じ。 

 ワサビ菜の栽培

（1）に同じ。 

 専門的な技術や知識を

習得する。 

６ ８  ﾘｰﾌﾚﾀｽの栽培（２） 

 ワサビ菜の栽培（２） 

 

 ﾘｰﾌﾚﾀｽの栽培（1）

に同じ。 

 ワサビ菜の栽培

（1）に同じ。 

 

７ 

８ 

４  エダマメの栽培（１） 

エダマメの栽培（２） 

培養土作り、繁殖（実

生）、施肥・かん水 

 エダマメの特性と

栽培方法について

学ぶ。 

 マメ科野菜の特性を習

得する。 

 培養土に利用するマー

ジ・腐葉土・鹿沼土など

の特徴・用途を習得。 

９ ８  キャベツの栽培（１）  キャベツの特性と

栽培方法について

学ぶ。 

 アブラナ科野菜の特性

を習得。 

 12 月の生産物即売会へ

向けての準備を通して、

行事への取組方を習得。 

10 ２ 

後

期 

10 ６  結球レタスの栽培（１）  結球レタスの特性

と栽培方法につい

て学ぶ。 

 キク科野菜の特性を習

得。 

11 ４  結球レタスの栽培（２）  結球レタスの栽培

（1）に同じ。 

 

12 ８ 

 

 

 生産物即売会 

展示、演示、即売 

 

 

 日頃の学習活動を

発表・表現し、保

護者・地域との交

流を図る。 

 野菜の需要や地域

に与える効果を学

ぶ。 

 栽培した野菜の需要や

経済的効果を学習・習

得。 

 

 

 

 

１ ８  キャベツの栽培（２）  ｷｬﾍﾞﾂの栽培（１）

に同じ 

 

２ ８  結球レタスの栽培（３）  結球レタスの栽培

(1)に同じ。 

 

３ ６  来年度の準備  農場周辺整備の意

義を学ぶ。 

 日頃の環境整備・来年度

に向けての整備方法を

習得。 

 合

計 

７６    

  
 


